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川崎市では、循環型社会に向けて、一般廃棄物処理基本計画及び産業廃棄物処理指導計画に基づ

き取組を推進しているところですが、国では循環経済への移行を国家戦略として位置づけるなど、

脱炭素化をはじめとする社会環境が大きく変化しております。  

こうした状況を踏まえ、より一層の資源循環の推進を図るため、パブリックコメント（市民意見

募集）を経て、一般廃棄物、産業廃棄物の枠組みにとらわれず、一体的な計画とする「川崎市循環

型社会形成推進計画」を策定しました。 

 

１ 計画のポイント 

（１）川崎市の目指す 2050 年の世界観の明確化 別紙 

     循環経済、脱炭素化の視点など様々なアプローチで世界観を具体化しました。 

（２）一般廃棄物と産業廃棄物の施策を包含した資源循環 

   循環経済への移行に向けて、一般廃棄物、産業廃棄物の枠組みにとらわれず素材・製品別に 

高度リサイクルの促進を位置づけ、一体的な計画としました。 

（３）効果が高い具体的な事業を「重点」として設定 

   計画期間で重要なポイントである循環経済・資源循環、脱炭素、安全・安心に関する特に効 

果が高い具体的事業を「重点」として行動計画に設定しました。 

計画の詳細 ≫ https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000181704.html 

 

２ パブリックコメントの実施結果 

（１）意見募集期間 

令和７年 11 月 26 日（水）から 12月 26 日（金）まで 

 

（２）結果の概要 

意見提出数（意見件数）    29通（90件） 

内訳 

意見提出フォーム（電子メール含む） 21通（66件） 

ファクス ４通（10件） 

郵送・持参 ０通（０件） 

市民説明会 ４通（14件） 

結果等の詳細 ≫ https://www.city.kawasaki.jp/templates/pubcom/300/0000182117.html 

 

 

 

問合せ先 

川崎市環境局生活環境部廃棄物政策担当 石坂 

電 話：０４４－２００－２５５７ 

新たに「川崎市循環型社会形成推進計画」を策定しました 

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000181704.html
https://www.city.kawasaki.jp/templates/pubcom/300/0000182117.html


・臨海部を中心に、プラスチックの資源循環や炭素循環プラントを導入することで、素材産業において廃棄物を原材料やエネルギー
源として再利用し、産業の脱炭素化を進めると同時に、資源循環の拡大を実現

・市街地では、廃棄物の減量化が徹底的に進み、地域のエネルギーセンターとして最適化された廃棄物処理施設が立地するほか、
シェアリングやアップサイクルなどが家庭にも当たり前のように浸透することで、地域の資源循環・循環経済及び脱炭素に貢献

市街地

川崎市の目指す2050年の世界観（イメージ）

臨海部

別紙


